
 黄鶴楼にて孟浩然のeq \o(\s\up 18(くわうりよう),広陵)にEQ \* jc2 \* "Font:みかちゃん-P" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(ゆ),之)くを送る　　eq \o(\s\up 18(りはく),李白)
　故 人 西 辞 黄 鶴 楼　　　故人 西のかたeq \o(\s\up 14(こうかくろう),黄鶴楼)をeq \o(\s\up 14(じ),辞)し　
　煙 花 三 月 下 揚 州　　　eq \o(\s\up 14(えんか),煙花)三月 eq \o(\s\up 14(ようしゅう),揚州)に下る
　孤 帆 遠 影 碧 空 尽　　　eq \o(\s\up 14(こほ),孤帆)の遠影 eq \o(\s\up 14(へきくう),碧空)に尽き
　惟 見 長 江 天 際 流　　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o(\s\up 14(た),惟)だ見る 長江の天際に流るるを
【口語訳】
　起句　わが友は、西方にあたるこの黄鶴楼を去り、
　承句　春霞がたなびく三月、揚州に向けて川を下っていった。
　転句　(いつしか)小さく見えていた友の帆舟も、　


青空に吸われるように消えてしまい
　結句　あとはただ、揚子江が、空の果てまで流れているのを見るばかりだ。
【主題】
　春の霞がたなびく川面を揚州に向けて旅立っていってしまった友との、

　分かれがたい寂しさをうたう。
○故人…ここでは孟浩然のこと
○辞…その場から去ること
○煙花…春の霞
○天際…天の果て・空のはるか遠くのほう
○碧空…青空
【構成】
○七言絶句
○「楼」「州」「流」がEQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(いん),韻)を踏んでいる
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